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［Special Exhibition］

Boxes for Treasures: Function, Beaut y, and Faith

主 催：徳 川 美 術 館

休館日：月曜日（但し10 /12（月・祝）・11 / 23（月・祝）は開館、10 /13（火）・11/ 24（火）は休館）、年末年始（12/14（月）～1/4（月））
観覧料：一般2,000円・高大生1,200円・中学生以下無料
徳川美術館 TEL：052-935-6262 FAX：052-935-6261　蓬左文庫 TEL：052-935-2173  FAX：052-935-2174　〒461-0023 名古屋市東区徳川町

よ
い
品
に
は
、

よ
い
箱
が

添
っ
て
い
る
。

����

2026年11月14日（土）～11月29日（日）

［Thematic Exhibition］
Commemorating the 140th Anniversary of His Birth and the 50th Anniversary of His Death
Tokugawa Yoshichika: Journeys of a Marquis

［Special Exhibits］
Two Scenes of National Treasure The Tale of Genji Illustrated Scrolls

主催：徳川美術館・名古屋市蓬左文庫・中日新聞社・日本経済新聞社・NHK名古屋放送局

2026年10月8日（木）～12月13日（日）

生誕14 0年  没後 50年記念
旅する侯爵  徳川義親

国宝  源氏物語絵巻
横笛・宿木（二）
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「玉手箱」や「箱入り娘」といった言葉があるように、ものを収納する
容器の一つである箱は、古代から、人々の生活や信仰・芸術に深く
関わってきました。内容品の保護・整理・運搬といった実用性に加え、
精緻な装飾や象徴的な意匠、そして蓋の表裏に記された箱書にいたる
まで⸺箱は時として、持ち主の想いを内に秘め、また時を越えて
語るメディアでもありました。本展では、箱の機能と美に着目しながら、
箱の魅力に迫ります。

【アクセス】  ●基幹バス「徳川園新出来」下車徒歩3分  ●メーグル「徳川園・徳川美術館・蓬左文庫」下車  ●JR中央本線「大曽根駅」下車南口より徒歩10分

オンラインチケット 発売日：1 2月4日（金） 午前 1 0時開始
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2026年10月8日（木）～12月13日（日）
「箱をひもとけば」

日 　時：11月7日（土） 
             午後1時30分～午後3時（開場：午後1時）
場 　所：徳川美術館 講堂
講 　師：学芸員 加藤 祥平
定 　員：100名（事前申込制ですでに満席）
             ※キャンセルが出た場合のみ当日受付可
             （1回1,000円/入館料別途必要）

企画展  生誕140年 没後50年記念 「旅する侯爵  徳川義親」
2026年10月8日（木）～12月13日（日）

次 回 展 覧 会
企 画 展「 古 写 経  祈りの 美 」

➀青磁香炉 銘 千鳥 大名物 南宋～元時代 

13～14世紀 徳川美術館蔵　➁重要文化財 

黒樂茶碗 銘 時雨 本阿弥光悦作 江戸時代 

17世紀 名古屋市博物館蔵　➂唐物丸壺
茶入 銘 唐丸壺 片桐石州所持 元～明時代 

14世紀  個人蔵  初公開　➃重要文化財 

歌舞伎図巻 詞書 伝烏丸光広筆 二巻の内 

下巻   徳川美術館蔵　➄刷毛目茶碗  銘 

白波  岡谷家寄贈  朝鮮王朝時代  16世紀 

徳川美術館蔵　

表図版 ［特別展 ときめく箱展］展覧会に出陳予定作品の箱の集合　［企画展 生誕140年 没後50年記念 旅する侯爵 徳川義親］ヨーロッパ旅行から帰る船上の義親夫妻（部分） 大正11年（1922） 個人蔵 ／ 八雲町指定文化財  這い熊 スイス 20世紀 

個人蔵 ／ 八雲町指定文化財  這い熊 伊藤政雄作 大正13年（1924） 個人蔵　［特別公開 国宝 源氏物語絵巻 横笛・宿木（二）］国宝 源氏物語絵巻 宿木（二）
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「徳川義親の旅とコレクション」

日 　時：11月21日（土）
　　      午後1時30分～午後3時（開場：午後1時）
場 　所：徳川美術館 講堂
講 　師：当館学芸員 長谷川 円
定 　員：100名（事前申込制ですでに満席）
             ※キャンセルが出た場合のみ当日受付可
             （1回1,000円/入館料別途必要）

徳川美術館・蓬左文庫の創設者・尾張徳川家19代当主
義親は、知的な探求心にあふれた人物でした。義親は
多分野に関心を持ち、東南アジアやヨーロッパ旅行で
得た美術品・日本各地の郷土玩具など、彼ならではの
目線で、その地域や生活の記憶と結びついた作品を蒐集
しました。本展では、今年生誕140年、没後50年を迎える
義親の文化への眼差しとその足跡を辿ります。

❶東南アジアへ向かう賀茂丸の甲板に立つ義親 大正10年（1921） 個人蔵　❷根室・紅煙岬に立つ義親 大正8年（1919） 個人蔵
❸ワヤン・トペン 東南アジア 20世紀 個人蔵　❹ワヤン・クリット 東南アジア 20世紀 個人蔵

➀

➃ ➄

➁

➂

❶ ❷

徳 川 林 政 史 研 究 所 連 携 講 座  「 徳 川 義 親 の足 跡 を た どる 」

ご予約はこちら

日　時：➀11/22（日）  ➁11/29（日）  ➂12 /5（土）  ➃12 /12（土）
　　  　各日：午後1時30分～午後3時（開場：午後1時）
受　付：10月14日（水） 午前10時開始
定　員：100名
受講料：有料（入館料別途必要）

❸ ❹

会　期：2027年1月5日（火）～1月31日（日）

重要美術品  紺紙金銀交書烏樞瑟摩明王経（中尊寺経・清衡経）
平安時代  12世紀  勅使河原順三・千代子氏寄贈  徳川美術館蔵


